












●   はじめに

  人間の誕生と死が人の目から隠され、病院の中で専門家によって処理されるようになっ

て、四半世紀が経過する。子育ても、かつての村落共同体あるいは隣り近所や大家族の構

成員全貝の連帯責任ではなく、各家庭内での密室的作業となりつつある。母親が子どもを

オンプして働いている姿や、仕事を中断して授乳している姿、あるいは弟妹の子守をして

いる兄姉の姿をみることはなくなった。専門家(保育所や幼稚園)に預けた方がはるかに能

率的だからである。また、子どもたちは常に同年齢のグループ(学校など)に組織されてお

り、家庭を除けば、異る年齢層の子ども同士のふれあいはほとんどない。このような状況

の中で、乳幼児にふれたことのない中学・高校生が増加している。赤ちゃんに全くふれた

ことがないまま結婚し、親となる人も少なくない。

 広島県賀茂郡河内町では、平成 4 年度より「中学生の赤ちゃんふれあい体験学習」を実

施している。この体験学習が中学生にあたえるインパクトは相当のものがあり、平成 6年

度研究報告書に報告した通りである 1)。

 今回は中学生の抱いている「赤ちゃんのイメージ」が、この「赤ちゃんふれあい体験学

習」により、どう変化したかを、さらに詳しく検討した。


